
 

 

 

 
 

豪雨対策（浸水被害の最小化）の取組み 
 

１ 豪雨対策の基本方針 

本市では１０年に１度の降雨（１時間あたり５３mm）に対して、浸水のない雨に

強いまちを目指して積極的に雨水整備を進めてきた。 

さらに、令和３年度からは、「浸水リスク」や「都市機能集積度」を定量的に評価

したうえで、新たに「重点整備地区」（１６地区）を設定し、本市における過去最大

規模の降雨（１時間あたり７０mm）に対して、床下浸水が概ね解消できるように、

より一層効果的に雨水整備を進めることとしている。 

 

２ 「北九州市上下水道事業中期経営計画２０２５」における目標 

令和７年度までに重点整備地区（１６地区）のうち、９地区の整備完了。 

 

３ 「重点整備地区」における現在の取組み状況 

＜工事実施中（３地区）＞ 

・天籟寺 天籟寺初音町幹線（シールド工法）直径２ｍ、延長約１．５ｋｍ 

     令和４年５月１８日 通水式（供用開始） 

・昭和町 雨水貯留管（シールド工法）直径３ｍ、延長約１．５ｋｍ 

     貯留量約９，５００㎥（２５ｍプール２６杯分） 

     令和５年度末完成予定 

・長野津田 北九州市長野津田土地区画整理事業にて実施（組合施工） 

雨水管、長野川調節池の整備など 

令和 6 年度末完成予定 

＜実施設計中（３地区）＞ 

・篠崎一丁目、今町一丁目、門司駅前 

令和４年度より順次工事発注予定 

 

４ 他都市の取り組み状況 

名古屋市  名古屋中央雨水調整池 

 

令和４年７月１３日 
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